
 
 

  ［第６８５回 ラジオ大阪番組審議会議事録］ 
 
１．開 催 日 時   令和８年３月１１日（水） 午後 2 時 00 分～3 時 00 分 
 
２．開 催 場 所   ラジオ大阪 大会議室 
 
３．委 員 の 出 欠   委員の総数    5 名 
 
            出席の総数    5 名 
       

出席委員の氏名  成 瀬 國 晴  鎌 田 雅 子 
鳴 海   勝  岸 本 佳 子 
河 内 厚 郎（書面参加） 
   

   
放送事業者側出席者の氏名 

                     上 野 慶 子  志 知 直 哉 
                     和 田 麻実子             
       
４． 議   題 

 
 

１） 番組審議 『OBC グッドアフタヌーン！和田麻実子のみみよりだんご』 

 

２） その他 

 

５．議 事 の 概 要   
   
   議題１）『OBC グッドアフタヌーン！和田麻実子のみみよりだんご』について、番組

の企画意図と内容を説明し、審議に入った。 
 

社 側 
 
 
 
 
 
 

「みみよりだんご」は月曜日・火曜日の 11時から 14時生放送。 

月曜日のパートナーは、吉本興業の若手コンビ・ネイビーズアフロの 2人。

今回審議して頂く火曜日は、2025年 4月から新パートナーになりました。火

曜日のパートナーは、芸歴 7年の若手漫才コンビのタイムキーパー。ひでき

さんは、体重 114 キロのふっくらとした見た目を裏切らない食欲の持ち主。

「ヒデキ・感激・旨日記」のコーナーでは、最近食べた美味しいものや、食

べ物へのこだわりを語ります。まついさんは、大学時代、映画・俳優コース
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に通っていた大の映画好き。「まついあきらの俺目線」のコーナーでは、お

すすめの映画を松井目線で紹介します。メインの和田と同じ子育て世代・そ

れを応援する親世代の方加えてお笑いファンにも聴いてほしい番組。審議し

ていただく内容は、2026年 1月 6日（火）に放送されたものでお送りした音

源は、3時間の番組を編集の上、およそ 60分間にまとめたものです。この日

は、午前中に島根県東部地震が発生。大きな被害はなかったものの、番組の

中で地震に関する情報も入っています。 

 

もともと自分はゲームに興味がないタイプなのでボードゲームのことも分

からなかったが、ボードゲームのオリンピックといわれるものがドイツで開

催されていて、昨年、日本人が作ったゲームが初めて最高の賞を取ったゲー

ムについて、和田アナが、「対戦型」でなくメンバーが協力しながらコミュ

ニケーションが取れる「協力型」が日本人に向いているのでは、という話は

「なるほど」と納得できた。この番組は、雑談風のおしゃべりで通し、教訓

めいたことを言わないので、気楽に聴ける番組だった。 

 

どのコーナーも興味深く、特に関心を持ったのは、「自由律俳句」だ。季

語もない、型にとらわれない、自由律俳句なので、リスナーも気軽に投句で

きるのではないか。解釈も自由なので、話が広がる。番組の作り手とリスナ

ーを結ぶ、とてもいいコーナーだ。まついあきらさんの映画コーナーも楽し

く、この日は何かと思っていると、あるゲームの実写版映画と聞き、少しが

っかりした。ところが、まついさんの語りを聞いているうちに考えが変わり、

私も映画を見たい気分になった。まついさんの手腕に感心した。 

 

冒頭に災害情報が入ってきたが、すぐにリアルタイムで伝えることができ

たのはさすがラジオだなと思った。緊急時にはラジオは大きな役割を担って

いる。ゲストコーナーでは、若手芸人が漫才を披露していたが、私には面白

さが十分に理解できなかった。スタジオではウケていたので、若手芸人の漫

才の分からない部分も含め、興味深く聞いた。若手にとって、ラジオに出演

するというのは、貴重な機会なので今後もこうした形で、若手芸人を紹介し

ていってほしい。 

 

「みみだんトピックス」では、食品サンプルの話で、インバウンドに人気

などは知っていたが、昭和初期に日本人が最初にサンプルを作ったという歴

史的な背景は知らなかったので勉強になった。全体的には、日常的な話題か

らエンターテインメントまで扱っており、非常に軽妙なタッチで聴きやす

く、安心して聞くことができた。 

 

和田アナがさりげなくやっていることで非常にいいと思ったことは、番組
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の初めのほうで、パートナーのそれぞれの名前を、会話の途中でスッと入れ

ていくことだ。これはリスナーに対しての思いやりであり、これまでの和田

アナのキャリアの賜物といったところだ。嫌みがなく自然だ。お昼を挟んで

3時間は長いと思うが、同じトーンでうまく 3時間を通していくという凄さ

がある。 

 

貴重なご意見、ありがとうございました。    

         

以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

６．審議会の答申又は改善意見に対してとった措置および年月日  
    な  し 
 

７．審議会の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容・方法及び年月日 
 ・「番組審議会だより」  （第６８５回ラジオ大阪番組審議会議事録の要約） 

「ラジオ大阪番組審議会レポート」 内で放送 
   放送日  令和８年４月１９日（日）６時１０分～６時１５分 
  ・ 「番組審議会だより」   （第６８５回ラジオ大阪番組審議会議事録） 
      ラジオ大阪ホームページ（http://www.obc1314.co.jp）に掲載 
  ・ 番組審議会の議事録の原本は事務局立ち会いのもと閲覧に応じる。 
 
８．その他の参考事項 
       訂正放送または取り消しの放送の請求及び請求に対しての措置が無い旨を報告。 
 

以上 




